
マダガスカルのナマコ漁

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2017-03-14

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 飯田, 卓

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/10502/00008369URL



マダガスカルのナマコ漁

飯田　卓

　 アフ リカ大陸の東 に浮 かぶマ ダガス カル島。地

理的には、 この島をア フ リカの一 部 と考えて間違

いない。 しか し社会 や文化 の面 では、マ ダガスカ

ルは東南 アジアか らも強い影響 を受けて きた。例

えば 、マ ダガス カルの共通語 であ るマ ダガスカル

語(マ ラガシ語)は 、東 南 アジア島唄部の諸言語

と同 じくオ ース トロネ シア語族 に分類 され る。 ア

フ リカにおいてオ ース トロネ シア語族 の言語が話

されてい るのは このマダガス カル島のみで ある。

また、島の中央 の高地 部に住 む人 々は、 アジア的

な顔立 ちを していて縮 れ毛 の割合 も低い。 さらに、

いったん埋葬 した遺体 を改めて移葬 す る習慣や、

西海岸で用 い られ て い るア ウ トリガ ー(舷 外 浮

材)式 のカヌーな ど、東南 アジアの影響を数 え上

げれ ばき りがない。

　 しか しそれで も、東南 アジアへ輸 出す るため に

マダガスカルでナマ コを採 ってい ると聞 くと、や

は り驚かないわけにはいかない。南西海岸 の珊瑚

礁で採れたナマ コは、商店を経営す るイン ド人や

首都か らや って来た仲買人の もとに持 ち込 まれ、

首都 アンタナナ リヴへ運ばれ る。そ こか らさらに、

東海岸 の港 タマタヴか ら船で 出荷 され、香港や シ

ンガポールへ と送 られ る。そ こか ら先 の流通経路

は定か でないが、ひ ょっとす ると日本 の中華料理

店で我 々も口に してい るのか も しれ ない。 この よ

うに、ナマ コは イン ド洋をは るば る横断す る。 ナ

マコに とって、 東 ア ジアは世 界 の果 て で あ る と

いって よい。

　 この小論 では、私のお こな った長期滞在調査 を

もとに、ナマ コ漁 とそれをお こな う人 々の暮 ら し

につ いて報告す る。調査は、ナ マコの大航海 の出

発点 となるマダガス カル島南西海岸部 において、

1994年 か ら1996年 まで2回 にわた ってお こな った。

　 ナマ コ漁 にたず さわ ってい るのは、 ヴ ェズ と呼

ばれ 自らもそ う名 乗 ってい る人 々で あ る。 この

人 々は島の南西海岸部一帯に広 く居住 してお り、

小規模 な漁撈 を主生業に してい る。漁撈 にたず さ

わ る人 々はマダガス カル島に数 多 い が、 「漁 民 集

団」 と言えるほ ど漁撈 に深 く関わ っている人々は

ヴ ェズをおいてほかにはな い。 「ヴ ェズ」 とい う

語 は もともと 「(カヌーを)漕 げ」とい う意味 であ

り、海 に暮 らす ことで他の集団か ら区別 される よ

うにな った ことが うかがえ る。 また、ヴ ェズ同士

の会話 において 「俺は ヴェズだ」 あるいは 「非常

にヴ ェズだ」 と言 う時、 「俺 は漁が うまい」 「俺 は

海や 魚の ことを よ く知 って いる」 とい うことを意

味す る場 合が多い。 この よ うに海 に生 きる ことを

誇 りとす る人 々が、ナ マコを大航海 に送 り出す立

役者 とな ってい るので ある。

1.村 でお こなわれ るナ マコ漁

　 ヴ ェズがお こな うナ マコ漁 には、二 つの タイ プ

がある。一つは、湖だ ま りに隠れ ているナマ コを

拾 うとい うもので、女た ちや子 どもたちに よって

お こなわれ ることが多い。漁場 は村 の近 くの珊 瑚

礁原 であ る。 も う一つ のタイプは、 もっと深い場
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所のナマコを潜 って採るもので、男たちによって

おこなわれる。 これは、遠隔地まで出漁 した際に

おこなわれるのが普通である。

　 村の近 くで女たちがおこな うナマコ漁は、大潮

の干潮時におこなわれる。大潮の 日には、潮が引

いて村の前浜が干上がってしまう前に男たちがカ

ヌーで漁場へ向か う。 これが午前9時 から10時頃

である。それから1時 間ほどして、女たちは小さ

な袋とヤスをたずさえ、ナマコを漁 りに海へ向か

う。こうして11時 すぎには男も女も海へ出払って

しまい、後には小さな子 どもと子守 りをする老人

だけが残 されることになる。

　 ナマコ漁には、気の合った者同士で行 くことが

多い。中には乳飲み子を負ぶった女 もいる。石灰

岩の上を歩 くので素足では危険きわま りないが、

素足の女たちも結構多い。ただ、最近は古タイヤ

を利用 したサンダルが普及 してきてお り、ヴェズ

の女たちの間で好評を博 している。干上がった礁

原を歩きなが ら、女たちは湖だまりの中に隠れて

いるさまざまな生物に目を配る。ナマコのほか、

タコや貝類な ども彼女 らの関心の対象である。小

魚が泳いでいると、子 どものおやつ用に突いて持

ち帰る。午後1時 頃に潮が満ち始めるまで、海岸

線に沿って歩きながらこのようにナマコ漁がおこ

なわれる。

　 このタイプのナマコ漁は、満月 または新月の夜

におこなわれることもある。月明か りや篶火の光

に誘われて出て来たナマコを手当た り次第に採 っ

ていくのである。太陽の光 よりも弱いのがいいの

か、昼 よりも夜の方がた くさんのナマコが採れる。

気象条件がよければ、人手が多いほど多 くのナマ

コが採れるため、女たちだけでな く男たちも海に

出て来る。 しかし、夜のナマ コ漁は、風が穏やか

でなければおこなえないし、乾季の最中には寒 く

てやる気が しない。 もちろん、「今 日は眠いから」

と言って夜のナマコ漁をやらない人も多い。

　持ち帰られたナマコは、村の中で取 り引きされ

る。私が滞在 していた期間中、もっとも多 くのナ
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マ コを取 り引 き していたのは、村で小 さな万屋 を

営 む者 の家族 であ った。 しか し時には、彼 らの親

戚 の もとに村 中のナマ コが集 まる こともあった。

この ことはヴ ェズ社 会の流通事情 を よく反映 して

いる。物資 を運搬 しなが ら村 と町の間を行 き来す

るのは特定 の商 人 とはか ぎ らな い。帆走 式 の カ

ヌーで町 まで買 い出 しに行 くヴ ェズたちは、すべ

て潜在的 に商人 であると言 って よい。 このため、

まとまった金がで きると物資 を買 い付け、需要の

ある地域 に運搬 し、それを また売却 して元手を増

やす ことを頻繁にお こな う。例えば、他地域で大

量に買 った果物を村に運んで売 った り、村で買 っ

た魚を塩魚に加工 して町で売 った りして利潤 を増

やすので ある。一時的にナマ コを買い付 けた万屋

の親戚 も、 まとまった金がで きたので、万屋 の家

族に頼んで ナマコを買い取 らせて もらっていたわ

けであ る。 この よ うに、村に仲買人が入 り込 まな

くて も、町のイ ン ド人商店にはた くさんのナマ コ

が持ち込 まれ る仕組みにな ってい る。

　 さて、買い取 られたナマ コは、保存 がき くよ う

に加工 され る。 まず、ナマ コの 口か ら細 い棒切れ

を差 し込 んだ り、身を しごいた りして内臓 を吐か

せ る。 その後 の加工法 はナマ コの種類 に よって異

なる。ル ルハ ンケナ とい う肉厚 の種類 のナマ コは、

二 日間天 日乾燥 したのち、 肉を引 き締め るために

煮 る。そ の後 も う一度天 日のもとで水分を蒸発 さ

せ、 よ うや く出荷 できる状態 になる。 いっぽ う、

スマ リパパ とい う種類 のナマ コは、 肉が柔 らかい

ため、す ぐに天 日乾燥す ると形が崩れ て しま う。

このため、 まず煮てか ら天 日乾燥 しなければな ら

ない。スイ ツェとい う種類 のナマコは、非常 に多

くの水分を肉に含んでお り、加工の過程 で著 しく

縮 んで しま う。水の中では20～30cmと 大 きく見 え

た ものが、加工が終 わ ると小指ほ どの大 きさに し

かな らない。 これほ どサイズが小 さくなると、イ

ン ド人商店 で買い取 られ る価格 も低 いため、スイ

ツェは村 の中ではほ とん ど取 り引 きされない。 こ

のため、スイ ツェをた くさん採 ってきた者は、 自



分で煮 て乾燥 し、あ らためて仲買人を探す とい う

順番 になる。 この よ うに一 口にナマ コと言 って も、

さまざまな工程を経 たのちに商品 として出荷 され

るのである。

2.ナ マコ採取のための遠隔地への出漁

　 このよ うに村でお こなわれ るナマ コ漁に対 し、

遠隔地で もナマ コ漁がお こなわれてい る。村の近

辺には大 きなサイズのナマ コが少ないので、 ヴェ

ズたちはナマ コを求めて長期 間の出漁に出かけ る

のである。漁の期 間は人に よって異な るが、1ヶ

月未満 とい うことはな く、平 均す ると2～3ヶ 月

に及ぶ。

　出漁先では、寝泊 ま りを世話 して くれ る知 人や

縁者がい るとはかぎ らない。 多 くの場 合、漁師は

砂浜にテ ン トを張 ってそ こで生活す る。 カヌーの

底板や櫂 を用 い て骨組 み を組 み立 て、 そ こに カ

ヌーの帆をかぶせる とテ ン トがで きあが る。 この

テン トには3～4人 の男たちが寝起 きす る。 女た

ちはふつ う村 に残 っているので、キ ャンプ生活 の

間、男たちは 自分 たちで炊事 を しなけれ ばな らな

い。 これだけで もキ ャンプ生活 は苦労 が多い とい

えるが、それ だけ ではない。 島にキ ャンプを設営

する場合は水 がないので、何 日か に一度 は本 土 ま

で行 き、50リ ッ トル のポ リタ ンクに水 を汲 んで持

ち帰 らなけれ ばな らない。

　本土にキ ャンプを設営す る場合 は水 の問題 はな

いが、漁場 が沖合 い30キ ロメー トルほ どの ところ

にあるため、漁場 に着 くのに時 間がかか る。私 自

身は漁場 まで 同行 した ことが ない が、 帆走 式 カ

ヌーの速度 か ら考 え て、移 動 に5～6時 間は か

かっている と思われ る。私 の調査 した例 では、早

朝4時 にキ ャンプを出て午後2時 に帰 って来 る と

いうのが一般的 なナマ コ漁師 の生活 であ った。 し

かも驚いた ことに、重労働 を しているに も関わ ら

ず、食事 が一 日一 回き りなのである。朝 は何 も食

べずそのまま漁場 に行 ってナマ コを採 る。午後 に

帰 り着 くと町へ お茶 を飲み に出かけ るが、 お金 が

かか るのでそ こで も食事 をす るわけで はな く、せ

いぜ いパ ンケーキを食 べ る程度で ある。 お茶か ら

帰 ってす ぐに食事 の支度 を始め、ただ一度 の食事

に あ りつけ るのは夕暮 れ時 とい うことになる。

　 それだけ の苦労 を も顧 みずに村か らはるばる来

るだけ あ って、出漁 の見返 りは大 きい。 出漁先 で

は、3つ のタイプ のナマ コが主な採取対象 とな っ

て いる。 いずれ も非常 に大 き くな り、単価 が高 い。

第一 のタイプは、ルルハ ンケナで ある。 これ は村

で採れ る もの と同種 と思われ るが、大 きさがま っ

た く違 う。水か ら出 した時点での体長 を測 ってみ

ると、村 で採れ るルルハ ンケナはせ いぜ い15cm程

度 だが、 出漁先 では25㎝ に達す るものが珍 しくな

い。第二 のタイプは、ベ ヌヌとい う種類 のナマ コ

で ある。ルル ハ ンケナ よ りさらに 肉厚で、石膏 の

よ うに固 く、水か ら上 げた り煮た りして もほとん

ど大 きさが変わ らない。大 きな ものは体長30cm、

乾 燥重量1㎏ に達す る。 出漁 先で採れ る第三 のタ

イブ は、 ブル シ とい う種類 のナマ コで ある。 ブル

シとは、 フランス語 でブ ラシを意味す る。体表 に

見 られ る無数 の突起が ブ ラシの毛 に見立て られ て

い るのであ る。 肉はやや柔 らかいが、水か ら出 し

た時点で50cmに 達 す るか とい うもの もあ る。 この

種類は、 日本ではバ イカナマ コと呼ばれてい る。

　 採取 したナ マ コの加工 と流通 の よ うすは、 出漁

地に よって違 って いる。 ここでは、 ヴェズだけ で

な く首都か ら来た人 々や外 国人 も住 む都市M市 と、

出漁 シーズ ンだけ キ ャンプ生活者 に よってに ぎわ

うA島 を比較 してみ よう。M市 では、ナマ コの買

い付けのために、地元だけ でな く首都方 面か らも

仲買人がや って来 る。M市 でナマ コを買い付け る

には大 きな資本が必要だが、それ で も首都に住む

金持ちに とっては魅力的 な商売 であ るらしい。 こ

のためM市 には仲買人 の数が多 く、買い上げ価 格

の高い仲買人を漁師は選ぶ ことがで きる。 その代

わ り、仲買人はナマ コを買 い取 るだけであ り、加

工 にはたず さわ りたが らな い。 このため、加工 は

漁 師たち 自身でお こな う。海か ら持 ち帰 ったナマ
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コはすぐに腹を開いて内臓を取 り出し、粗塩をま

ぶ して保存がきくように しておく。そして、漁を

休んだ日にまとめて煮る。一度沸か した湯をすぐ

に捨ててしまうのはもったいないので、同 じキャ

ンプの者たちが続けて湯を利用する。その結果、

ナマコを煮るところに通 りかか った仲買人は、一

度に多くのナマコを買い付けることができる。仲

買人が通 りかからない場合は、ナマコが煮えるの

を待ちながら適当な仲買人を探す。煮えたナマコ

はキロ単位で売られる。仲買人の側では、ナマコ

を完全に乾燥 させるとい う作業をおこなえばよい

だけである。

　いっぽうA島 は、出漁シーズン以外は無人島で

あるため、キャンプ生活を覚悟 しなければナマコ

の買い付けに来ることができない。 これは、長期

にわたって自宅を留守に しなければならないこと

をも意味する。A島 に来る仲買人は、　M市 の仲買

人 と異な り、金銭的な面だけでなく労力的 ・時間

的な面でも大きな投資をお こなっているといえる。

しか し島の滞在中は、ナマ コを採るわけではない

彼らは暇を持て余してお り、加工作業にたず さわ

ることも厭わない。む しろ、A島 では、採 ったば

か りのナマコを直接仲買人に買い取 ってもらうの

が一般的である。仲買人は大きさに応 じてだいた

いの値段を決めておき、ナマコの個数を数えて現

金を渡す。買い取ったナマコは軽 くゆでたのち、

塩に漬けて保存してお く。この方法では、毎日ナ

マコを煮る必要があるので、M市 における方法と

比べて多 くの手間がかかる。M市 では、時間の少

ない漁師が加工をおこな うため、 より簡便な方法

が採られているのであろ う。

3.ナ マ コ採 取の社会経済史

　 ある老 人は、村でナマ コ漁 が始 ま った頃の こと

を回想 して次の よ うに語 る。「昔 は ナ マ コなん か

売れ なか った よ。隣村のイ ン ド人商人 の亡 父が、

ルルハ ンケナの買い付けを始 めた。 ルルハ ンケナ

を採 り始 める と、 カヌーが一杯 にな って どうしよ
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うもなか った。 そ うす る うちに採 り尽 くして し

まった。だか ら今は ナマ コがい ない んだ よ」。 こ

の話か ら推定 す る と、村 で ナ マ コを採 る よ うに

な ったのは1970年 代 中頃 であるら しい。

　い っぽ う、私が調査 した村 でナマ コ採取のため

の出漁が始 まったのは、1992年 頃 のことであ った。

私が調査をお こな ったのは1996年 で、わずか4年

経 ったに過 ぎなか ったのだが、村 の成年男子47人

の うち6割 に当た る29人 が ナマ コ採 りのため 遠方

に 出漁 してい た。 この29人 の平 均 出 漁 日数 は

76.76日 で あ り、ナマ コ採 りの ため の出漁 が いか

に短期間 の うちに盛んにな ったかがわか る。

　 この よ うに、現在は、 ヴ ェズたちの間に起 こっ

た二度 目のナマ コブームであ るといえ る。村でナ

マ コ資源が枯渇 して一度 目の ブームが終わ り、出

漁 とい う形態が広 まってか ら二度 目の ブームが起

こったわけ である。 このよ うな経緯は、 ヴェズの

生業が本質的 には らむ 問題を象徴的に示 してい る。

それは、 ヴ ェズが オポチ ュニステ ィック(場 当た

り的)な 商業的漁撈 民 であ り、長期的な資源維持

を視野に入れた漁撈 活動が容易 にはできない とい

うことである。

　商業的漁撈 民 とは、単に おかず としてだけでな

く、主食を得 るため の交 換 品 と して も魚 を捕 る

人 々を指 してい る。 このため商業的漁携民は、半

農半漁を営む人 々と違い、 自分た ちが食べ る分以

上の魚を捕 る必要が あるわけで ある。 この意味で、

ヴ ェズは一部の例外を除 き、 まさ しく商業的漁撈

民であ る。 しか し、村 の生活 においては、主食 と

の交換に まわせ るほ ど多 くの魚が いつ も捕れ るわ

けではない。多 くの漁獲が あがるのは、魚の群が

岸近 くに回遊 して きた ときや、風が静かな月夜 に

ナマ コが 出て来た ときな ど、好条件が整 った場合

に限 られ る。 このため、儲か る漁であれば何で も

や ってみ る、捕れ るとわか った時には徹 底的に捕

る、 とい った場 当た り的 な行動様式が顕著なので

あ る。つ ま り、 ヴ ェズの人た ちは、特に専門を決

めずに海の仕事な ら何で もたず さわ り、状況に応



じて漁法を変えてい く。 よ く言えば、進取の気性

が強 いとい うことになろ うか。ナマ コブームが瞬

く間に広 まったの も、 この よ うな ことを背景に し

ている。

　 しか し、 この よ うな行動様 式は、捕れ るときに

は皆が捕れ るだけ捕 ることにつなが り、資源枯渇

を招 きやすい。 と りわけナマ コは枯渇 しやす い資

源である。太平洋地域 においては、ナマ コの商品

化が始 まった途端にナマ コ採取 が過熱 し、数年で

資源枯渇に至 った とい う例が報告 されてい る。 ま

た、現在のナマ コブ ームにおいては、第一の ナマ

コブームの時にはなか った よ うな効率の よい採取

技術が用い られてい る。 この よ うな技術が資源枯

渇を早め る可能性 は きわめて高い。例えば、A島

に近 いある村では、仲 買人がスキ ューバ装備を持

ち込 んで ヴェズ漁師に貸 し付け、代わ りに ナマコ

を安価で買い取 って大 きな利 益を上げてい ると聞

く。 スキューバ を貸 して もら った漁 師 は1日 に

100個 の ナマ コを採 ることが で きた とい う。 この

数字 はあま りあてにはな らない。 しか し、A島 で

採れ るナマコが1人1日 当た り10個 に満たない こ

とを考 えれば、資 源密度 の地域差 を考慮に入れて

も、100個 とい う数字が いか に大 きい かが わか る

だろ う。 この よ うに、現在 のナマ コ景気が しば ら

く続 くと考え るのは早計で、遠 か らず資源枯渇が

訪れ ると考えた方が よい。

　 ただ、資源枯 渇に よって第二のナマ コブームが

終わ ってしまった として も、その こと自体は ヴ ェ

ズの人た ちが何度 も経験 して きた ことで ある。見

返 りが少な くな ると、 ヴェズは早 々とその漁法を

見限って新たな漁法や新 たな水産資源を開拓 し続

けてきた。 とい うよ りむ しろ、海の資源を欲 しが

る人たちがい くらで もいて、その人たちが ヴ ェズ

の力を必要 としたのであ る。最近の例では、 ヨー

ロッパ式 の牧畜経 営がM市 に導入 されたのを契機

に、牛 の飼料 とな るカタクチイ ワシの稚魚 の需要

が高まった。その時に もヴェズ漁師が活躍 して大

儲けを した。今で も、 カタクチイ ワシは ヴ ェズの

大 口の収入源である。だから、ナマコが採 り尽 く

されたか らといって、すぐさまヴェズの暮らしが

困窮するわけではない。オポチ ュニス トである

ヴェズは、また別の漁法に目をつけて生活を立て

直 して行 くことであろ う。

　だが、第二のナマコブームは、ヴェズの生活に

不可逆的な変化をももたらした。贅沢品が日常化

した ことである。なるほど、短期的に大きな現金

収入を得るという点では、遠隔地でのナマコ漁は

特殊な漁ではなかった。しか し、努力量に対する

金額はそれまでの漁 と比べものにならないほど大

きかったため、ヴェズの消費生活は著 しく変化 し

た。例えば、農村ではあまりラジカセを見かける

ことがないが、ヴェズの漁村ではほとんどの家に

複数のラジカセが置いてある。ヴェズの漁村では

子供服の保有率 も高いし、一人当た りの洋服の枚

数も多いように思う。これらの贅沢品は、ナマコ

漁を終えて多額の現金を手に しながら、M市 の商

店街を歩 き回った末に買い求めたものである。ナ

マコを採 りに出漁するまでは、このような贅沢品

はなかなか手に入らなかった、と漁師たちは口を

そろえる。だが今や、出漁先のM市 では、ヴェズ

漁師は憧れ と妬みの的である。ナマコを買い付け

たM市 の商店経営者は、私と二人だけの時に次の

ように語 った。 「ヴェズの人たちは金持ちだね。

でも、金の使い方 とい うものを知らないね。商売

で増やす ということをせずに、みんな食べてしま

うんだ もの。」

　ヴェズの人々の暮 らしぶ りは大きく変化 し、周

りか らも羨まれ るほどになった。今後ナマコが採

り尽 くされてしまったら、彼らは従来通 り場当た

り的に新たな仕事を探 し始めるのだろうか。それ

とも、好景気の時に手にした金を元手に、 これま

でとは違 った暮 らしを始めてい くのか。ヴェズの

人々は、いま大 きな岐路に立たされているように

見える。

(いいだ たく　京都大学大学院人間 ・環境学研究科)
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